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日
ロ
平
和
条
約
を
め

ぐ
る
プ
ー
チ
ン
発
言

第
四
回
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
ロ
シ
ア
の
極
東
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
に
お
い
て
、
九
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
た
の

は
、
全
体
会
議
に
お
い
て
、
ロ
シ

ア
・
中
国
・
日
本
・
韓
国
・
モ
ン

ゴ
ル
な
ど
の
指
導
者
す
べ
て
が
演

壇
に
立
ち
、
質
疑
応
答
が
行
な
わ

れ
た
な
か
で
の
プ
ー
チ
ン
の
発
言

と
安
倍
の
反
応
で
あ
っ
た
。
プ
ー

チ
ン
は
「
そ
こ
で
わ
た
し
も
次
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
き
ま

し
た
。
平
和
条
約
を
結
ぼ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
す
ぐ
で
は
な

く
、
年
末
ま
で
に
。
一
切
の
前
提

条
件
を
設
け
ず
に
」
と
発
言
し
た

の
だ
。
そ
れ
に
対
し
安
倍
が
反
論

せ
ず
受
け
流
し
た
こ
と
を
メ
デ
ィ

ア
は
「
領
土
問
題
の
解
決
な
く
し

て
平
和
条
約
の
締
結
な
し
」
と
い

う
日
本
政
府
の
従
来
か
ら
の
主
張

の
放
棄
に
つ
な
が
る
、
と
い
っ
せ

い
に
問
題
視
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
千
島
列
島
の
全
面

返
還
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
ず
従
来
か
ら
の
「
領
土
問
題
の

解
決
な
く
し
て
平
和
条
約
の
締
結

な
し
」
と
い
う
主
張
、「
北
方
領

土
＝
固
有
の
領
土
」
論
か
ら
「
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
称
し
て
共

同
経
済
活
動
を
通
じ
て
の
問
題
解

決
を
め
ざ
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
中
身
は
、
羊
頭
を
懸
け
て
狗

肉
を
売
る
類
の
も
の
だ
。
安
倍
ら

に
は
、
ロ
シ
ア
が
南
千
島
四
島
の

返
還
に
同
意
さ
え
す
れ
ば
、
ロ
シ

ア
は
大
き
な
支
援
を
享
受
で
き
る

の
だ
か
ら
、
結
局
は
そ
の
方
向
に

動
く
で
あ
ろ
う
、
と
の
読
み
が
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、

今
回
の
プ
ー
チ
ン
発
言
は
、「
ニ

ン
ジ
ン
」
を
ぶ
ら
下
げ
て
プ
ー
チ

ン
を
動
か
せ
る
と
い
う
安
倍
の
発

想
が
い
か
に
非
現
実
的
で
あ
っ
た

か
を
示
し
、
安
倍
外
交
の
破
綻
を

象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
す
べ

き
こ
と
は
、「『
無
条
件
の
日
ロ
平

和
条
約
』
に
反
論
な
し
」
と
、
安

倍
の
対
ロ
外
交
を
「『
領
土
』
全

面
放
棄
の
危
険
」
と
批
判
す
る
日

本
共
産
党
を
ふ
く
め
た
野
党
勢
力

の
排
外
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
丸
出
し

の
醜
悪
な
反
応
で
あ
る
。
九
月
十

四
日
の
野
党
国
対
委
員
長
会
議

は
、
安
倍
の
対
ロ
シ
ア
外
交
に
つ

い
て
予
算
委
員
会
で
の
閉
会
中
審

査
を
緊
急
に
行
な
う
よ
う
政
府
に

要
求
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
と
い

う
（『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
十
五
日

付
）。
わ
た
し
た
ち
は
、「
全
千
島

が
日
本
の
領
土
」
と
全
島
返
還
論

を
主
張
し
、「
ヤ
ル
タ
協
定
」（
一

九
四
五
年
二
月
）
の
誤
り
を
指
摘

す
る
日
本
共
産
党
の
右
翼
排
外
主

義
に
手
を
貸
す
報
復
主
義
的
領
土

要
求
を
厳
し
く
批
判
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
繰

り
返
さ
れ
る
謬
論
に
抗
し
改
め
て

「
北
方
領
土
問
題
」
と
は
な
に
か

確
認
し
よ
う
。

「
北
方
領
土
問
題
」と
は

千
島
（
ク
リ
ル
）
列
島
は
、
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
南
、
占
守
島
か

ら
得
撫
島
ま
で
を
北
千
島
、
択
捉

島
か
ら
国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞

諸
島
を
南
千
島
と
し
て
い
る
（
色

丹
、
歯
舞
は
北
海
道
の
属
島
で
あ

り
、
南
千
島
に
含
ま
れ
な
い
と
い

う
日
本
政
府
の
解
釈
も
あ
る
）。

「
四
島
返
還
論
」
と
は
南
千
島
四

島
の
返
還
論
で
、
紆
余
曲
折
は
あ

っ
た
が
歴
代
日
本
政
府
が
と
っ
て

い
る
立
場
で
あ
る
。
そ
の
論
は
、

幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
天
皇
制

絶
対
主
義
政
府
と
帝
政
ロ
シ
ア
と

の
領
土
交
渉
、
日
露
戦
争
の
結
果

と
し
て
結
ば
れ
た
条
約
な
ど
を
根

拠
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

返
還
論
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
対
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
性
格
を
も
っ
て

戦
わ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
帰

結
と
し
て
千
島
列
島
の
帰
属
が
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
全
面
的
に
否
定

す
る
反
動
的
な
論
だ
。
こ
れ
ら
の

地
域
の
ソ
連
邦
へ
の
編
入
は
、
日

本
軍
国
主
義
の
復
活
を
阻
止
す
る

た
め
の
最
重
要
な
保
障
措
置
で
あ

り
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
全
体
の

共
通
の
意
志
で
あ
っ
た
。

し
か
し
戦
後
、
米
国
に
よ
る
ソ
連

邦
を
中
心
と
し
た
社
会
主
義
体
制

の
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
に
よ
っ

て
、「
北
方
領
土
」
問
題
は
そ
の

道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

主
と
し
て
北
海
道
の
根
室
、
歯
舞

の
元
住
民
を
中
心
に
し
て
起
こ
っ

た
領
土
返
還
運
動
は
、
米
ソ
間
の

厳
し
い
対
峙
の
な
か
で
日
米
支
配

層
の
支
援
を
う
け
て
発
展
・
推
進

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
は
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
日
本
政
府
の
第
二
次
大
戦
終
結

時
の
見
解
を
み
て
み
よ
う
。「
第

二
次
大
戦
末
期
の
一
九
四
五
年
八

月
九
日
、
ソ
連
は
、
当
時
ま
だ
有

効
で
あ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約
に
違

反
し
て
対
日
参
戦
し
、
日
本
が
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
後
の
同

年
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
五
日

ま
で
の
間
に
北
方
四
島
の
す
べ
て

を
占
領
し
ま
し
た
。（
中
略
）
ソ

連
は
一
九
四
六
年
に
四
島
を
一
方

的
に
自
国
領
に
『
編
入
』、
一
九

四
九
年
ま
で
に
す
べ
て
の
日
本
人

を
強
制
退
去
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
ソ
連
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
不
法
占
拠
が
続
い

て
い
ま
す
」。

こ
こ
に
は
、
ヤ
ル
タ
協
定
に
は
い

っ
さ
い
触
れ
な
い
と
い
う
、
日
本

政
府
の
姿
勢
が
よ
く
示
さ
れ
て
い

る
。
日
本
共
産
党
の
見
解
は
こ
れ

を
一
歩
先
に
進
め
、「
ヤ
ル
タ
密

約
」
そ
の
も
の
が
誤
り
で
あ
っ
た

と
抗
弁
し
て
い
る
。

「
旧
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
大

西
洋
憲
章
（
一
九
四
一
年
）
と
カ

イ
ロ
宣
言
（
四
三
年
）
で
確
認
さ

れ
た
『
領
土
不
拡
大
』
と
い
う
戦

後
処
理
の
大
原
則
を
破
り
、（
米

英
首
脳
と
の
）
ヤ
ル
タ
秘
密
協
定

（
四
五
年
）
で
『
千
島
列
島
の
引

き
渡
し
』
を
要
求
。
米
英
側
が
こ

れ
に
応
じ
て
協
定
に
書
き
込
」
ん

だ
（
同
上
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』）

と
い
う
の
だ
。
こ
う
し
た
主
張

は
、
侵
略
戦
争
に
た
い
す
る
日
本

帝
国
主
義
の
戦
争
責
任
を
第
一
義

に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

本
人
民
と
日
本
共
産
党
の
姿
勢
と

は
、
本
来
ま
っ
た
く
相
入
れ
な
い

は
ず
の
も
の
だ
。

日
ソ
中
立
条
約
は　

な
ぜ
破
棄
さ
れ
た
か

一
九
四
五
年
一
月
、、
ク
リ
ミ
ア

半
島
の
ヤ
ル
タ
に
お
い
て
米
英
ソ

三
国
の
戦
後
処
理
を
め
ぐ
る
会
談

が
行
な
わ
れ
た
。
対
日
問
題
で

は
、
日
本
軍
国
主
義
の
無
条
件
降

伏
を
め
ざ
し
て
、
米
英
か
ら
ソ
連

に
た
い
し
て
対
日
参
戦
が
要
求
さ

れ
、
協
定
で
は
ド
イ
ツ
の
降
伏
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
の
終
結
後
、
二

か
月
ま
た
は
三
か
月
を
経
て
、
ソ

連
の
対
日
参
戦
が
決
ま
っ
た
。
こ

の
と
き
、
条
件
と
し
て
「
樺
太
の

南
部
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
す
べ

て
の
島
、
千
島
列
島
は
ソ
連
邦
に

引
き
渡
す
」
と
さ
れ
た
の
だ
。
第

二
次
世
界
大
戦
の
早
期
終
結
の
た

め
対
日
参
戦
の
義
務
を
負
っ
た
ソ

連
は
、
一
九
四
五
年
四
月
五
日
、

日
ソ
中
立
条
約
（
四
一
年
締
結
）

を
破
棄
し
た
。

条
約
破
棄
の
声
明
で
は
、
中
立
条

約
が
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る

ソ
連
侵
攻
と
日
本
の
対
米
英
戦
争

勃
発
前
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
米
英
ソ
三
国

が
同
盟
関
係
に
あ
る
情
勢
の
下
で

は
中
立
条
約
の
意
味
は
失
効
し
延

期
は
不
可
能
に
な
っ
た
と
通
告
し

た
。
ソ
連
は
日
本
支
配
層
に
た
い

し
、
対
日
参
戦
が
不
可
避
と
な

り
、
降
伏
を
決
意
す
る
よ
う
警
告

し
た
が
、
日
本
政
府
は
一
貫
し
て

そ
れ
を
無
視
し
続
け
た
。
米
英
中

三
国
に
よ
る
無
条
件
降
伏
を
よ
び

か
け
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
（
七
月
二

十
六
日
）
を
拒
否
し
徹
底
抗
戦
の

地
獄
へ
の
道
を
走
る
日
本
軍
国
主

義
に
対
し
、
八
月
九
日
、
ソ
連
赤

軍
は
宣
戦
布
告
の
う
え
ソ
満
国
境

を
突
破
し
た
。
そ
れ
は
日
本
帝
国

主
義
と
戦
う
中
国
・
朝
鮮
人
民
の

抗
日
民
族
解
放
闘
争
へ
の
強
力
な

支
援
で
も
あ
っ
た
。

日
本
共
産
党
は
「
領
土
不
拡
大
の

大
原
則
」
を
云
々
す
る
前
に
、
ソ

連
の
参
戦
が
日
本
軍
国
主
義
に
と

ど
め
を
刺
し
た
歴
史
的
事
実
、
締

結
さ
れ
た
諸
協
定
の
内
容
、
連
合

国
の
交
戦
目
的
に
つ
い
て
再
確
認

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

報
復
主
義
的
な
領
土
要
求
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
無
謀
な
侵
略
主
義

を
戒
め
、
同
時
に
そ
の
復
活
策
動

を
阻
止
、
根
絶
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
択
捉
島
の
ヒ
ト
カ
ッ
プ
湾
は

対
ソ
攻
撃
の
た
め
の
根
拠
地
で
あ

り
、
真
珠
湾
奇
襲
の
た
め
の
機
動

部
隊
の
集
結
地
で
あ
っ
た
。

ヤ
ル
タ
協
定
は
連
合
軍
に
よ
る
大

戦
終
結
の
た
め
の
合
意
事
項
で
あ

り
、
ソ
連
の
対
日
参
戦
は
軍
事
的

事
項
と
し
て
極
秘
と
さ
れ
公
表
は

戦
後
の
一
九
四
六
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
ソ
連
参
戦
の
意
義
が
戦
後
、

米
帝
国
主
義
の
反
ソ
政
策
に
よ
っ

て
黙
殺
さ
れ
、「
北
方
領
土
」
問

題
は
反
ソ
・
反
共
攻
撃
の
道
具
と

し
て
、
歴
代
の
反
動
政
権
に
利
用

さ
れ
て
き
た
の
だ
。

安
倍
外
交
の
破
綻

第
三
次
安
倍
政
権
の
前
に
は
、
改

憲
、
天
皇
代
替
わ
り
、
参
院
選
、

消
費
税
一
〇
％
増
税
等
々
、
課
題

が
山
積
み
だ
。
成
果
の
み
ら
れ
な

い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
い
っ
ぽ
う
の

柱
と
す
る
な
ら
ば
、
総
裁
選
で
も

掲
げ
た
「
戦
後
日
本
外
交
の
総
決

算
」
は
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
。

首
脳
同
士
の
個
人
的
信
頼
だ
け
を

強
調
す
る
安
倍
外
交
は
す
で
に
破

綻
を
き
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
日

朝
、
日
米
、
そ
し
て
日
ロ
に
お
い

て
も
明
白
と
な
っ
た
。
総
裁
選
後

の
最
初
の
外
遊
と
な
っ
た
国
連
を

舞
台
と
し
た
外
交
に
お
い
て
も
、

日
米
関
税
交
渉
で
は
、
こ
れ
ま
で

何
と
か
避
け
続
け
て
き
た
二
国
間

関
税
交
渉
（「
日
米
物
品
貿
易
協

定
」）
に
入
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
れ
は
限
り
な
く
日
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
に
近

い
。
ま
た
、
日
朝
関
係
に
お
い
て

も
朝
鮮
半
島
情
勢
が
急
激
に
転
換

す
る
な
か
で
、
朝
鮮
敵
視
政
策
に

も
と
づ
く
圧
力
一
辺
倒
の
路
線
の

転
換
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
日
朝

平
壌
宣
言
に
も
と
づ
く
日
朝
国
交

正
常
化
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
日

本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
植
民
地
支
配

責
任
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。さ
ら
に
、中
国
と
の
関
係
で
は

対
中
改
善
と
対
中
け
ん
制
と
の
矛

盾
の
な
か
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

安
倍
は
、
前
述
の
東
方
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
の
演
説
の
中
で
「
北
朝

鮮
く
ら
い
未
来
を
希
望
に
変
え
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
た
国
」

は
な
い
、「
銅
や
金
、
鉄
鉱
石
や

豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
資
源
が
」
あ

り
、「
二
五
〇
〇
万
人
の
人
口
は
、

世
界
有
数
の
勤
勉
な
労
働
力
と
な

る
」「
北
朝
鮮
が
希
望
に
満
ち
た

未
来
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
」

「
ぶ
れ
な
い
態
度
で
接
し
て
い
く

こ
と
を
確
か
め
合
お
う
」
な
ど

と
、
ま
る
で
宗
主
国
の
君
主
が
植

民
地
の
経
営
を
語
る
よ
う
な
愚
劣

で
不
遜
き
わ
ま
る
発
言
を
し
て
い

る
。

第
四
次
安
倍
政
権
と
の
た
た
か
い

は
、
翁
長
氏
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、
辺
野
古
新
基
地
反
対
を
掲
げ

た
玉
城
デ
ニ
ー
氏
の
勝
利
が
示
す

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
人

民
主
権
を
取
り
戻
す
闘
い
の
強
度

を
、
わ
れ
わ
れ
に
問
う
て
い
る
。�

�

【
逢
坂
秀
人
】

玉
城
デ
ニ
ー
氏
の
沖
縄
知
事
当
選
を
共
に
喜
ぶ
！

「
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
む
安
倍
内
閣
は
い
ま
す
ぐ
退
陣
を
！
」

（「
戦
争
法
か
ら
ま
る
３
年
、
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
！ 

９
・
19
日
比
谷
野
音
集
会
」

九
月
十
九
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
。
撮
影
＝
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｙ
ａ
）

排
外
主
義
と
自
家
撞
着
の「
安
倍
外
交
」

日
ロ
・
日
朝
・
日
米
外
交
の
破
綻

翁
長
雄
志
氏
の
死
去
を
受
け
て
、
第
一
三
回
沖
縄
県
知
事
選
挙
が
九
月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
た
。
結
果
は
、
反
基
地
の
流
れ
を
汲

む
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
八
万
票
の
大
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
勝
利
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
。
同
時
に
、
平
和
と

基
地
の
な
い
沖
縄
を
求
め
る
民
意
を
圧
殺
し
よ
う
と
し
た
安
倍
政
権
に
、
断
固
抗
議
す
る
。�

【
編
集
部
】


